
令和６年度 豊山町要保護児童対策地域協議会運営状況 
 

【要保護児童対策地域協議会実務者会議】 

日時 場所 事業名 内容 

令和６年５月２３日 
 

豊山町役場 
会議室１ 

第１回実務者会議 要保護ケース１６名、要支援ケース11
名、新規 3名のケース検討 
（参加者１３名） 

※令和６年７月２５日 豊山町役場 
会議室３・４ 

第２回実務者会議 要保護ケース19名、要支援ケース10
名、新規 4名のケース検討 
（参加者 19 名） 

令和６年９月２６日 豊山町役場 
会議室１ 

第３回実務者会議 要保護ケース23名、要支援ケース10
名、新規 1名のケース検討 
（14 名参加） 

※令和６年１１月２８日 豊山町役場 
会議室１ 

第４回実務者会議 要保護ケース23名、要支援ケース10
名、新規 1名のケース検討 
（15 名参加） 

令和７年１月２３日 豊山町役場 
会議室１ 

第５回実務者会議 要保護ケース 20 名、要支援ケース 7
名のケース検討 
（15 名参加） 

令和７年３月１９日 
（予定） 

豊山町役場 
会議室１ 

第６回実務者会議  

※の月は民生委員参加 
 
【要保護児童対策地域協議会代表者会議】 

日時 事業名 内容 

令和７年２月１２日 代表者会議 ・町の要保護児童等の状況について 

・愛知県下の虐待対応状況について 

 
【普及・啓発】 
（１）「里親月間」（１０月） 
  ポスターの掲示、広報掲載 
 
（２）「オレンジリボン・児童虐待防止推進キャンペーン」（１１月） 
  オレンジリボン装着、広報掲載、SNS 発信、懸垂幕、 
ブースの設置、啓発品の配布、チラシの配布(全保育園児、小学生、中学生) 
ポスターの掲示（保育園、小中学校、児童館等子育て支援施設） 

 
（３）「ヤングケアラー」 

  SNS 発信、ブースの設置（１１月）、広報特集（１２月） 
チラシの配布（全小学４年生～中学３年生） 

 
 
 
 
 
 

資料１ 



一体的支援 

事務局：子ども応援課 

中央児童・障害者相談センター 
尾張福祉相談センター 
清須保健所 
西枇杷島警察署 
教育委員会 
保育園 
民生委員協議会 
主任児童委員（年に 2回参加） 
人権擁護委員（年に 2回参加） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

サポートプランを作成 

必要により児相へ送致 

または 

市町村送致 

 

 こども家庭センター 

センター長 

（生活福祉部長） 

母子保健 

（保健センター） 

統括支援員 

保健師２名 

 

児童福祉 

（子ども応援課） 

統括支援員 

保育士 

社会福祉士 

 

要保護児童対策地域協議会 

母子検討支援ケース会議（１/２Ｍ） 

・妊産婦ケースの共有 

・子育て相談・総合相談ケースの共有 

代表者会議（年１回） 

関係機関の連携・促進 

情報の共有 

実務者会議（１/２Ｍ） 

・ケースの報告、共有、検討 

・ケース検討会議の報告、確認 

受理会議（随時） 

・受理したケースの協議 

・情報把握、調査 

県中央児童・障害者

相談センター 

【町の子育てサービス】 

※産後ケア事業・子育てヘルパー事業 

短期入所支援事業・親子入所支援事業 

ファミリーサポートセンター 

あかちゃんひろば・子ども健康相談、あかちゃん相談 

保育園・親子通園施設 

 

 

児童館・放課後子ども教室、クラブ 

障害サービス 

 

 

 

ケース検討会議（随時） 

・困難事例、生活困窮、不登校等 

関係機関とケースの共有、援助方針の決定等 

 

【※参考】                                     令和６年度利用件数（Ｒ７，１，１時点数値） 

＊産後ケア事業（令和３年度から開始。令和６年度よりアウトリーチ型を追加） 

宿泊型 延べ 3日 

ディケア型 延べ 1日 

アウトリーチ型 延べ 4日 

 

＊子育てヘルパー派遣事業 

（令和３年度より産前産後ヘルパー派遣事業を開始。令和６年度より対象者をヤングケアラーがいる家庭又は養

育が困難な家庭へ拡充） 

登録２０件のうち養育が困難な家庭４件。延べ４８時間ヘルパー支援導入。 

 

 

豊山町関係フローイメージ 


